
 

 

 

 

 

 

 

 

 
１年を振り返って 

白鳥台小学校長 角 田   拓   

 

 今年度も残すところ１か月となってしまいました。６年生は中学校での新しい生活に向
けて、在校生は新年度の進級後の生活に向けて、この１年を振り返る時期が来ました。お
子さんの成長できたところはどこか、改善が必要なところはどこか、ご家庭でも話し合う
機会をもっていただければと思います。 

 学校でも、年度末反省を行い、次年度への方向性を検討しています。１２月には保護者
の皆様から学校評価アンケートにご協力いただきました。ありがとうございました。ここ
にアンケート結果の一部を紹介させていただきます。 

 「学校では、基礎的な学力が身につくわかりやすい授業をしているか」の設問では、９
０％が肯定的な回答をいただきました。しかし、無回答を除き６％の否定的な回答もあり
ましたので授業改善にはいっそう力を入れて参ります。「学校は、いじめのない学校、学

級、集団づくりに取り組んでいるか」の設問では８３％、「家庭や地域で、他人を思いや
る気持ちをもって友達つきあいをしているか」については９６％が肯定的な回答をいただ
きました。学校では、「いじめゼロ宣言」や「縦割り班活動」を中心に、他を認め思いや
りの気持ちをもち、協力して活動できる子を育むよう努めて参りましたが、その取組がご
家庭に十分伝わっていない部分があるようです。今後も、学校での取組の様子を各種通信
をはじめホームページ等様々な形で情報発信を続け、周知して参りたいと思います。 

 その他、記述でのご意見もいくつか紹介いたします。 

 ・子どもが学校・学級が好きで、毎日元気に登校してくれるので安心しています。 

 ・年度はじめの家庭訪問の他に、２学期の個人懇談もあり、先生にゆっくり子どもの様   
子を聞けるのでありがたいです。 

  ・もう少し子どもの話をしっかり聞いてほしいです。 

 ・学級通信には、行事の様子だけではなく、時々でもよいので現在のクラスの雰囲気、   
例えば良いことばかりでなく、悪いことも知りたいです。 

 ・校舎の建て替えに伴い、今までできたことができなくなると思うので、代替案がある   
とよいです。 

など、様々なご意見やご感想をお寄せいただきました。これらを参考にしながらより良い
学校づくりを進めて参りたいと思います。これからもご支援、ご協力をよろしくお願いい
たします。なお、学校評価アンケートの結果につきましては、別紙で詳細をお知らせいた
しますのでご覧ください。 

 ３月には最大の儀式的行事、卒業証書授与式があります。その前には、６年生を送る会
も行われます。この１年を振り返りながら後輩たちは６年生への感謝の気持ちを表し、出
し物を披露してくれることと思います。そういった後輩たちの思いや６年間の思い出を胸

に卒業生はこれからの一日一日を大切に過ごし、それぞれが生き生きと輝きながら巣立っ
て行ってくれることを願っています。 

 

                                  第１２号  ２月２４日  

【学校教育目標】 

                             ○深く考える子ども 

                             ○美しさを求める子ども 

                             ○明るく強い子ども 

                             ○力を合わせ助け合う子ども 



 

１日（火）午前授業 給食無し             １６日（水）卒業式予行練習 大掃除 

２日（水）人権教室                   １７日（木）卒業式全体練習 

４日（金）６年生を送る会 会場準備            １８日（金） 第４０回白鳥台小学校卒業式 

７日（月）フッ化物洗口日 大掃除             ２５日（金）修了式・離任式 

１０日（木）６年生卒業式練習開始  

１１日（金）ALT来校 大掃除 

１４日（月）卒業式全体練習 フッ化物洗口日 大掃除 

１５日（火）卒業式全体練習  

             

       

                   

             

  

元プロ野球選手の清原容疑者が覚醒剤取締法違反で逮捕されました。この件につ

いて野球解説者の野村克也氏は入団した当時の西武ライオンズ監督に野球の技術

だけで無く人間教育を怠ったことが原因だと話していました。プロ野球選手は社会

人です。また、注目を受ける職業でもありますから、一人の社会人としての立ち振

る舞い方を考えるべきでした。学校も社会という世界の一つの組織です。学校は、

学習指導要領に示された学力と体力の確実な定着に向けた様々な教育活動を実施

しています。そのためには、子どもたちが将来に向けて自立した考えや行動ができ

るように指導をしなければなりません。自分で課題を発見し、解決する経験や体験

が無いまま大人になると、人との関係につまずいた場合に立ち直らない、人に責任

を押しつける、自分は悪くない、他人を傷付ける、今が楽しければいいのだという

考え方をするようになってしまいます。その結果は、最近の心を痛めるニュースが

私たちに教えてくれています。他人に良い行為をする者は他人が助けてくれる。他

人を悪くいう者は他人から悪く言われている、と昔から言われてきました。我々大

人は、そのことを根底に子どもたちに接していかなければならないと考えます。 

 

 

   

10 代からはじめる飲酒、喫煙による脳や心肺機能の発達障害、受動喫煙の害、麻薬、

シンナー、MDMA（ラムネのような錠剤型幻覚剤）、危険ドラッグ使用による犯罪について

学習をしました。薬物を使用すると自分だけで無く、周りの人も不幸にします。もう一つ

は、知らない間に電話によるオレオレ詐欺の片棒をかついでしまっている件についてです。

オレオレ詐欺の犯人から中学生にアルバイトと称して、詐欺にあっている人の家に行き、

お金をもらってくるという犯罪です。残念ながら、社会には、人の優しさや弱さにつけ込

む人が沢山います。絶対に関わらないようにしましょう。 

  

 

  


